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事業名 　国民健康保険特別会計 継続
予　　算　　額

財　　　 源　 　　内　 　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

4,332,031
741,914 170,637 2,368,743 1,050,737

総合計画
（章）

支えあい安心して暮らせるまち
づくり

（節） 社会保障の適正運営 　特　定　財　源　の　内　訳

国 国庫負担金、国庫補助金 741,914

目　的
・

目　標

　国民健康保険は、国民皆保険の根幹をなす制度であり、すべての市民が安心して医療を受
けられるよう適正な運営を実施

前年度当初予算額 その他 前期高齢者交付金 1,435,344

事業概要

　■総務費：国民健康保険の運営に係る事務費等
　■保険給付費：加入者の疾病、負傷、出産、死亡に係る経費
　■後期高齢者支援金等：75歳以上や65歳以上75歳未満の一定の障害のある方が加入する後
　　　　　　　　　　　　期高齢者医療制度の運営を支えるため、負担する経費
　■前期高齢者納付金等：前期高齢者（65歳以上75歳未満）に係る医療費の保険者間の不均
　　　　　　　　　　　　衡を調整するため、負担する経費
　■介護納付金：介護保険制度による介護の給付や予防給付に要する費用に充てるため40歳
　　　　　　　　から64歳までの国民健康保険加入者が負担する経費
　■保健事業費：健康の保持増進を図るため、疾病の発生防止、早期発見による重症化防止
　              などの取組に係る経費
　　○診療報酬・医療費適正化事業費、医療費通知事業費、あやべ健康プラザ入会金等補助
　　事業費、後発医薬品差額通知事業費、重症化予防事業費、人間ドック総合健康診断補助
　　事業費、特定健康診査等事業費（特定健診・特定保健指導、特定健診無料クーポン送
　　付、特定健診受診勧奨啓発、データヘルス計画策定　等）

背　景
・

経　緯

・国民健康保険は、制度創設以来、医療保険の中心的な役割を担い、地
域住民の医療の確保と健康の保持増進及び福祉の向上を促進
・近年の少子高齢化の急速な進展や医療技術の高度化等により、国民健
康保険の財政運営は、極めて厳しい状況

期待される
効果

・すべての市民が、安心して医療を受けられる制度の確立

4,484,072
その他 共同事業交付金 866,089

その他 療養給付費等交付金等 237,947

予算内訳

市民参加の
状況

・原則として本市に住所を有する者で、被用者保険に加入していない者
（農業従事者、自営業、退職者、無職、未成年者等）が被保険者として
加入

他市の取組
状況

・全自治体において実施

担当課・
担当

　　　　市民・国保課　国保年金担当
　　　　保健推進課　保健推進担当 TEL

42-4246
42-0111

歳　入 歳　出
　■総務費　　　　　　 　　62,561
　■保険給付費　　　　　2,685,157
　■後期高齢者支援金等  　466,357
　■前期高齢者納付金等    　1,694
　■老人保健拠出金         　　12
　■介護納付金    　  　  157,302
　■共同事業拠出金  　    871,233
　■保健事業費        　   64,258
　■基金積立金          　     22
　■公債費                　  134
　■諸支出金        　      3,301
　■予備費            　   20,000

　■国民健康保険料　　　　644,662
　■使用料及び手数料　　　　　316
　■国庫支出金　　　　　　741,914
　■療養給付費等交付金　　 59,621
　■前期高齢者交付金　　1,435,344
　■府支出金　　　　　　　170,637
　■共同事業交付金　　　　866,089
　■財産収入　　　　　　　　　 22
　■繰入金　　　　　　　　406,074
　　（うち一般会計繰入金　303,790）
　■繰越金　　　　　　　　　　　1
　■諸収入　　　　　　　　　7,351


